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墨田区次世代育成行動計画の強調点について 

 
 

Ａ  児童館機能強化をすすめる。児童包括支援センター化を目指す。 
    １ 子育て支援拠点事業を行う。広場事業の拠点となる。 
    ２ 要保護児童対策事業を意識する。要対協への協力をすすめる。 
    ３ 子育て支援ネットワーク（子ども園、保育園、幼稚園、地域事業）の拠点。

健全育成支援ネットワーク（学校、地域諸団体）を目指す。 
    ４ 放課後子ども教室との一体的運営を図る。（放課後子ども総合プラン） 
    ５ 近隣学童クラブ支援を行う。 
    ６ 高学年学童クラブの形成を行う。 
    ７ 障害児統合学童クラブの形成を目指す。 
    ８ 小学１年生支援をする。（下校の仕度、安全、保護者への連絡補助） 
 
Ｂ  放課後子ども総合プランを実施する。 
   福祉部局と教育委員会の共同をすすめる。総合教室会議、運営会議が設置され、 
   子どもの社会性の発達環境、放課後の児童の過ごし方を共同して検討をすすめる。 
 
Ｃ  子育て支援、健全育成のプラットホーム形成を図る。 
    プラットホームあり方検討会を設置する。 
    全区的視野でこれを見守り、サポートする。 
 
Ｄ  要対協のさらなる強化を図る。 
    ひとり親家庭 多問題家庭支援 養育家庭の促進 非行問題 
     
   療育支援強化を図る。 
 
Ｅ  ワークライフバランスについて 
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